
ふくしまに来て、見て、感じるスタディーツアー

2017.09.08
@虎ノ門

Ｂコース ～郡山エリア～



Ｂコース ツアー概要

< メンバー >

郡山女子大学×福島大学×

東京家政学院大学×東洋大学

< 行程 > Day1

里の茶屋(三春町)→コミュタン福島→あぶくま洞→磐梯熱海温泉

Day2

開成山大神宮安積疎水→鯉料理→県農業総合センター

→震災語り部→穴原温泉



郡山のたのしいこと！



あぶくま洞
・神秘的な場所

・石筍1cm = 100年

・洞内の温度は1年を通じて15度

・クリスタルカーテン妖怪の塔

樹氷 クリスマスツリーなど

数多くの種類が存在



磐梯熱海温泉

・“磐越三美人湯”

・華の湯では30種湯巡り

・神経痛 筋肉痛

慢性消化器病 疲労回復など



安積疎水
・ROMN(ロマン) 知恵 心
・水改革

→学ぶことができる場所
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鯉料理
・市町村別生産量第1位
・栄養も豊富
・安積疎水のミネラルを含む
・寿命は300年
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コミュタン福島

県農業総合センター



自然界の放射線
身近なものや体内にも放射性物質が存在

余計な内部被曝を防ぐために検査

普段口にする
塩 昆布 コーヒー
お茶などにも
放射線が存在 !!



モニタリング検査

清潔な袋の使用!
刻んで徹底的に検査!

ゲルマニウム検出器
基準値以内の食材

のみ出荷＝安全



多方面からの視察

アジア圏だけでなく
ヨーロッパやアフリカからの視察

ふくしまの
正しい事実を
自国に伝達

安全性を
世界で認知!!



震災語り部体験談



佐藤美喜子さん
・震災語り部ガイド(7年目) 家畜・花き農家

お金で買えないものを多く失った

・価値観が変わるとともに人生観が変化

生きる目的を失う人が多い ストレス

・高齢者は新しい環境に慣れるのに

時間がかかる

・訪れてくれた人との出会いが活力



お話を聞いて

言葉の一つ一つに重みとリアルさ

避難者のことを分かったつもり

精神的に過酷な避難生活

故郷を愛する強い気持ち

お金で心は満たされない

私達との新たな出会い



“心の復興”



持続可能なふくしま発信

～３つの提案～



ふくしま復興応援シンボルキャラクター

福島の桃
×

復興のハート

『ふくりん』 ふくしまを応援する全国の
皆さんが様々な場面で
シンボルキャラとして
共通で活用！

「ふくしまに来て、見て、
感じるスタディツアー」の
シンボルキャラとして
来年度以降からの活用



企画①料理による交流

大学生 避難者

新メニュー提案

郷土料理を伝授

伝統×新メニュー ＝ 全国に発信
全国の学食や学祭で販売
食を通じたふくしまを発信



企画②食で繋がる福島県と全国
＜目的＞

福島県と全国の農林水産物を使用

放射線量の比較が出来るお弁当を販売

安全性の理解

＜販売場所・期間＞

⇒学園祭や食堂・購買

（通年）

⇒全国のコンビニ ・ スーパーで



ＱＲコード



企画③ゆるキャラによる発信

復興支援
団体

Ex)
サークル
県

SNS

Ex)
Twitter

Instagram

口コミ

福島の桃
×

復興のハート

『ふくりん』



多くの人が
利用する
ようになる

CMや広告

Ex)
YouTube
アプリ

飛行機
新幹線

企業の
協力を得る

Ex)
資金

風
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持続可能なふくしまのために

実体験発信興味



ご清聴ありがとうございました


